
 

小山町定例記者会見 

 
 

人の動き（令和 2 年７月 1 日現在） 
７月 

人 口 18,106 人  （前月比 –３２人） 

世帯数  7,50６世帯（前月比 –１世帯） 
 

 

 

 

★会見事項 

１ 地域優良賃貸住宅「グランファミリア落合」完成！～内覧会の開催～ 

２ 「おやま応援メッセージ」を医療、介護・福祉施設へ配布 

３ ふるさと納税の再開 

４ 見る富士山観光 ～富士箱根トレイル利用促進事業～ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月３０日（木） 

企画総務部 地域振興課 

◇次回の定例記者会見は 

８月 31 日（月）15：30 から 役場本庁３階 ３０１会議室で行う予定です 
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令和 2 年 7 月 30 日 

 

 

小山町地域優良賃貸住宅「グランファミリア落合」完成！ 

～内覧会の開催～ 

（小山町都市整備課） 

１ 概要 

落合地区に建設中の安心・安全に子育てができる住宅をコンセプトとした

地域優良賃貸住宅「グランファミリア落合」が７月末に完成します。それに

伴い、入居前に内覧会を開催します。 

 

２ 内覧会 

１ 日  程  ８月４日（火） 13:30～15:00 

２ 場  所  グランファミリア落合（小山町藤曲５４番地の１） 

３ 参加者・招待者  小山町三役、町議会議員、 

           小山町行政アドバイザー、県公営住宅課 

落合区役員、マスコミ関係者等 

３ 住宅の概要 

１ 名  称  「グランファミリア落合」 

２ 住宅規模  鉄筋コンクリート造５階建て 全 40 戸 

        延床面積 南棟（５階） 1881.70 ㎡ 

北棟（４階） 1143.34 ㎡ 

合計     3025.04 ㎡ 

          西ブロック 駐車場 

          東ブロック 住宅及び駐輪場、駐車場など 

        ２ＬＤＫ（65.50 ㎡）18 戸 

          ３ＬＤＫ（72.65 ㎡）22 戸 

 

３ 募集期間  一次募集 ４月 20 日～５月 29 日 

       二次募集 ６月 11 日～７月 31 日 

          二次募集以降、募集している場合は、町ホームページま

たはＳＵＵＭＯに掲載 

 

４ 入居資格  ・18 歳未満の子がいる世帯、新婚世帯、新婚予定世帯 

        ・所得基準は入居者及び同居者の所得の額を合算した 

月額が 158,000 円以上 487,000 円以下 

 

資料 １   



 

 

５ 家  賃  ・２ＬＤＫ：月 55,000 円 

・３ＬＤＫ：月 60,000 円 

 ※共益費、駐車場代別 

   

  ６ 住宅のポイント 

① 地域優良賃貸住宅としては、県内初のＰＦＩ方式（民間の資金やノ

ウハウを活用し、整備・管理運営を行う）である 

② スーパーマーケット、診療所に隣接し、こども園、小学校、中学校

まで徒歩 10 分圏内という子育て環境向けである 

③ 入居者の主体が子育て世帯であるため、同世代で子育ての悩みや楽

しさを共有できる 

④ 子どもたちの勉強や遊びの場などニーズに合わせて多目的に使用

することができるコミュニティルーム（72.65 ㎡）が用意されてい

る 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

都市整備課 建築住宅班 

電話 0550-76-6142 
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「おやま応援メッセージ」を医療、介護・福祉施設へ配布 

（小山町生涯学習課） 
 
１ 概要 

新型コロナウイルス感染予防による小・中学校の休校期間中に、「ふるさと
金太郎博士事業」として、小学校３年生から中学校３年生までを対象に「お
やま応援メッセージ」を募集しました。 

全メッセージをまとめた冊子を、町内の医療、介護・福祉施設などへ配付
します。 

休校期間と学校再開直後、家庭や学校で児童・生徒ひとり一人が感じたこ
と、考えたこと、読書感想文に表した作品集です。小・中学生から、医療関
係者や身近な人への応援メッセージです。 

 

２ 内容 

①  おやま応援メッセージ作品提出人数  合計 328 人 

   小学生（３～６年生）   140 人 

   中学生（１～３年生）   188 人 

 

②  「おやま応援メッセージ」冊子、配付予定対象施設など  

病院・医院      16 カ所 

薬局・学校薬剤師   ７カ所 

介護施設・福祉施設  ９カ所 

町施設等       16 カ所（小中学校・役場関係施設） 

教育委員・報道関係者   

      

③  冊子の内容 

○ 感謝の言葉 

医療介護関係者・家族・流通関係者・商店スタッフなどへ 

○ 休校期間中の生活 

○ 休校期間中読んだ本の感想  

 

 

【問い合わせ先】 

生涯学習課  

電話 0550-76-5722 

資料 ２    
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ふるさと納税の再開 

（小山町地域振興課） 

１ 概要 

  総務省より令和２年７月 17 日付で、７月 23 日から同年９月 30 日までのふ

るさと納税制度参加の指定の通知を受け、令和元年６月から休止していたふ

るさと納税を再開します。 

  今後は、ポータルサイトなど運営事務の準備が整い次第、寄附受付を再開

する予定です。 

 

２ 内容 

 受付開始 

８月中（予定） 

 返礼品数・事業所数 

返礼品数：301 品 

事業所数：31 事業所 

 新規返礼品 

新規返礼品数：30 品 

－内訳－ 

・寝具：11 品 

・体験・宿泊など：12 品 

〈農家民宿宿泊券・釣り体験券、フラワーアレンジメントワークショップ 

チケットなど〉 

・その他（特産品など）：7 品 

〈本わさび・金太郎トマト・生花アレンジメントなど〉 

 予算 

・寄附金見込額：100,000 千円 

・募集に要する費用：43,769 千円 

 

 

【問い合わせ先】 

地域振興課 広報広聴班 

電話 0550-76-6135 

資料 ３    
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見る富士山観光 ～富士箱根トレイル利用促進事業～ 

（小山町商工観光課） 

１ 概要 

令和２年度は富士山観光ができない状況の中で、新たなる観光の在り方を

模索しているところであるが、小山町では、登る富士山から見る富士山への

転換を促し、交通事業者への支援も兼ねた観光施策を実施すべく、富士箱

根トレイルへの誘客を図り、観光振興に資するもの。これらの施策は県内初

の取り組みである。(小山町調べ) 

 

２ 内容 

１．富士箱根トレイル入口へのバス、タクシー利用助成及び公共交通の利用促進 

①ＪＲ駿河小山駅発－明神峠着のハイキングバスの運賃を無料にて実施予定。新たに、

ＪＲ足柄駅－足柄峠を結ぶハイキングバスの運行を開始し、こちらの運賃も無料に

て実施予定。 

②特定区間のタクシーを利用した際、１運行当たり約半額の助成を予定。 

③JR 東海が現在実施している『休日乗り放題きっぷ』の積極的な利用の広報周知。

(助成等はなし) 

 

区分 通常運賃 事業期間内運賃 事業予定期間 

①
ハ
イ
キ
ン
グ
バ
ス 

Ｊ Ｒ 駿河小山駅 

｜ 

明神峠 

大人 560 円 

小人 280 円 

大人 0 円 

小人 0 円 

令和 2 年 8 月中～ 

令和 2 年 12 月 6 日 

(調整中) 

Ｊ Ｒ 足柄駅 

｜ 

足柄峠 

※運行無し 大人 0 円 

小人 0 円 

令和 2 年 8 月中～ 

令和 2 年 12 月 6 日 

(調整中) 

②
タ
ク
シ
ー 

Ｊ Ｒ 駿河小山駅 

｜ 

明神峠 

約 4,000 円 約 2,500 円 

(1,500 円助成) 

令和 2 年 8 月中～ 

令和 2 年 12 月 6 日 

(調整中) 

Ｊ Ｒ 足柄駅 

｜ 

足柄峠 

約 3,000 円 約 1,500 円 

(1,500 円助成) 

令和 2 年 8 月中～ 

令和 2 年 12 月 6 日 

(調整中) 

③
Ｊ
Ｒ
東
海 

豊橋～ 

甲府～ 

国府津 

休日乗り放題きっぷ  

おとな 2,720 円 

こども 1,360 円 

発売期間：通年 

利用期間：土曜・休日およ

び年末年始 

資料 ４  



２．スタンプラリー実施 

スマートフォン用の山のスタンプラリーアプリ『YAMASUTA』へスタンプラリー

コースとして登録し、アプリを活用した誘客を図る。コース達成者には記念缶バ

ッチや認定証、抽選でオリジナルピンズをプレゼント。９月中に運用を開始し、

令和 3 年 3 月末までの予定。 

 

３．新型コロナウイルス感染症対策の徹底 ※7/28 更新  

 

静岡県新型コロナウイルス警戒レベル『警戒レベル４(県内警戒、県外警戒)』 

① 来訪者への対応 

静岡県新型コロナウイルス感染症対策本部が示す警戒レベル、行動制限、県境

を跨ぐ不要不急の移動に関する行動制限を適用し、回避：東京都。特に慎重：

埼玉県、千葉県、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、福岡県からの誘客

活動は行わない。（その後の警戒情報に応じ変更の可能性あり） 

 

②迎える事業者側の対応 

バス事業者及びタクシー事業者は、それぞれの『新型コロナウイルス感染予防

対策ガイドライン』を遵守し対応を行う。 

 

４．事業費 

 約 550 万円(新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金) 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

商工観光課 

電話 0550-76-6114 


